













する。我々の活動を広く一般に紹介するのが目的で、施設を公開し、教員やゲストスピーカー よる講演・座談会を催し、所蔵資料を展示し、施設案内なども行う。学者同士だけでなく 一般の方々とも接することのできる機会であり、我々 の年中行事の中でもとりわけ楽しい一日である。二〇一九 は講堂の改修工事などのため一般公開は開催不可能となったが、一般 方々に是非とも秋のイベントを提供したいという声が日文研 内から上がった。以上がこの特別な公開シンポジウム 生まれた経緯である。さて問題は、テーマと発表者をど するか 開催場所をどこに て、開催時期を一体いつにすればいい か。一から決めなければいけないことばかりであった。
実行委員長を仰せつかった筆者は、テーマとして﹁天皇と


















行った。第一部﹁古代の王権﹂では、中西名誉教授による講演﹁ ﹃万葉集﹄と王権﹂ 後、続く磯田准教授との対談で飛鳥・奈良時代の王権・朝廷の姿に迫った 第二部
 ﹁過去と現
在の皇位継承﹂では、前半が倉本教授による﹁前近代の皇位継承﹂ 、筆者の﹁近代天皇制と皇位継承儀礼﹂ 、そして君塚教授による﹁欧州王室との比較で見た ﹂と題する各講演を行い、後半は発表者全員を巻き込んだ座談会 した。日文研准教授の楠綾子が全体の司会を務め 。
中西進名誉教授はその講演で﹃万葉集﹄歌人が天皇につい















り盛況であった。参加者アンケートからも、テーマは十分に魅力的であり、登壇した先生方の発表も大 に興味を持たれたことが読み取れる。土曜日の開催もよかった。筆者 実行委員長として特に嬉しいのは、 ﹁今回初めて日文研の行事参加し ﹂ いう方々が多数いたことである。学生も多かった。歴彩館の広報活動も功を奏しただろう。アンケートの自由記述部分を見れば、特別公開シンポジウムの中身に関しては積極的なレスポンスが圧倒的に多く、発表者は十分な知的刺激を参加者に与えたであろ こと うかがえる。
反省すべき点がないわけではない。筆者が実行委員長兼発















国日本における知と権力﹂ ︵二〇一三～ 六年度︶を終えた。この共同研究については、共同研究委員会に共同研究終了報告書を提出し、成果報告書﹃植民地帝国日本における知と権力﹄を編み、かつ、成果報告書を刊行してくださった思文閣出版の出している﹃鴨東通信﹄ ︵二〇一九年四月号︶ は小
